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【時間】13:30 ～ 16:00

主催 : 丹波山村文化財保存会　後援 : 丹波山村役場

【会場】丹波山村熊野神社前

【車で】

中央高速道路八王子Ｉ．Ｃから９０分、 上野原Ｉ．Ｃから７０分

大月Ｉ．Ｃから６０分、 勝沼Ｉ．Ｃから６０分

圏央道青梅Ｉ．Ｃから９０分、 日の出Ｉ．Ｃから８０分

【電車＋バスで】

ＪＲ青梅線奥多摩駅から西東京バス丹波行終点下車

奥多摩駅発丹波行き　12:25→13:19着
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１月７日に催される丹波山のお正月の門松送りの祭事で、300 年以上の歴史があります。
朝、正月飾りや門松を各家から熊野神社の前に持ち寄り、修羅と呼ばれるＹ字形の大木
の木ゾリの上に積み上げて御松様と呼ばれる山車を作ります。午後からは修羅につけら
れた２本の綱を、村人総出で道祖神まで曳いていきます。木遣りの音頭が響く中、「ヨー
イヨイ」とかけ声をかけながら、重さ約 2トンの御松様が進んでいきます。

修羅は古墳時代から使われてい
た運搬具の一種ですが、まだ生
きた道具として使われているの
は日本中で、ここ丹波山だけ。
それが奇祭と呼ばれる所以です。

「御松曳」とは？

Point2 修羅

街道や御松様からはミカンが投げ込まれま
す。このミカンを食べると一年間病気をし
ないといわれています。上手にキャッチし
てくださいね！

Point3 空飛ぶミカン

御松様は道祖神の前で解体されます。
使われた松は 1月 14 日の「御松焼き」
で、無病息災を祈って焼かれます。
こうして丹波のお正月が終わります。

Point5 御松焼き

御松曳の朝は、どの家庭
でも一年間の無病息災を
祈って七草粥をいただき
ます。そして玄関の松飾
りにもお供えします。

Point1 七草粥

道祖神についたら、丹波締めでお開
きです。一般的な三本締めとはリズ
ムがちがい、「パンパンパン、パン
パンパン、パン」が丹波締めです。

Point4 丹波締め
ふるまい酒は、奥多摩の銘酒
「澤ノ井」飲み放題です♪

丹波山のおいしいモノ大集合！
飲食コーナーもあります。

岡山県新庄村の「ひめのもち」
の振る舞いも！


